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№１７ 「税金」 

おはようございます。 

校長先生の声、届いていますか？ 

今週は税金についてお話しいたします。１、２

年生のみなさんは、そんな難しい話わかりません

と思うかもしれませんが、でも小学生のみなさん

にも大変深い関わりのあるお話しです。 

まず税金というと、みなさんは何を思い浮かべ

ますか？そう、消費税がすぐに頭に出てくると思

います。スーパーやコンビニでお菓子を買うとき、

１００円のお菓子を買ったはずなのに、お店のひ

とには１０８円払ってくださいと言われます。え

っ、なぜ１００円のお菓子が１０８円になるので

しょうか？１０８引く１００で８円。そう、この

８円が消費税なのですね。えー、そんなん損する

やんか！なるほど、おかしの代金でもない８円が

消費税という税金でお店にとられるのはなんだか

損した、くやしい気持ちになりますね。いったい

この税金ってなんなんでしょうか？ 

実は税金はこの世の中でなくてはならないもの

なんです。私たちのみのまわりで税金でなりたっ

ているものはたくさんあります。どんなものがあ

るかな？すこしまわりの人と聞き合ってみましょ

う。ヒントは、この世の中でただ、無料のものは空

気と石ころぐらいじゃないかな？ 

税金でなりたっているものはたくさんあります。

たとえば、消防車や救急車。救急車乗った人はい

ますか？タクシーみたいにお金はかかりませんよ

ね。でも救急隊員のひとのお給料、救急車の車は

５００万円ぐらいかかっているそうです。そんな

お金どこから出ているのでしょうか？そう、税金

からでているのです。みんながコンビニでお菓子

やジュースを買って払った消費税が救急車につな

がっているのです。警察もそうです。もちろん今

皆さんがいる学校もそうですよ。今、座っている

イスは新品を買うといくらぐらいでしょう？ａｍ

ａｚｏｎで調べると４０００円となっていました。

机は６０００円です。もちろん昔から代々使って

いるので、今そんな値段ではないかと思いますが、

それでも皆さんが毎日机やイスのレンタル料は払

っていません。蛍光灯の電気代、手洗いの水道代、

目の前の黒板は何と１枚１５万円もします。それ

らを全部ひっくるめて、みなさんが１年間で学校

で勉強を受けるのに使われている税金はいくらぐ

らいになると思いますか？ 

なんと小学生で９０万円中学生だと１１０万円

にもなります。１年間で高学年は１０５０時間の

授業をしますので、１時間にすると約１０００円

が使われています。ぼーっと過ごしても１０００

円、一生懸命真面目にがんばっても１０００円の

授業代がかかっているのです。これはぼんやりす

ごしてはだいぶもったいないですね。 

 

そして、皆さんがお菓子などを買うときに払っ

ている消費税の他に、大人は所得税というものを

払うことがあります。これは何かというとお金を

かせいだ人は、少しは国に税を払ってくださいと

いうものです。もちろん、校長先生も結構な税金

を払っています。この所得税なのですが、消費税

のように自動的に払うものもあるのですが、自分

でこれだけかせいだので、これだけの税金を払い

ますと、自己申告するタイプのものも結構ありま

す。これを確定申告といいます。もちろん小学生

のみなさんが払う必要はないのですが、高校生ぐ

らいになってたくさんアルバイトすると払う必要

がでてきますので注意をしてくださいね。ちなみ

に、今年度の確定申告は明日からで、ひょっとす

ると、おうちの人はその準備で大忙しになってい

るかもしれませんね。 

世の中を支えていく大切な税金。消費税などを

きちんと払い、そしてその税金でできあがってい

るこの学校、机やいすをいつまでも大切に使い、

電気や水の無駄使いをなくしていきましょう。 


